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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデザインと、前記第１のデザインの背景となる第２のデザインと、を含む画像の
画像データに基づいて爪領域に印刷を行う印刷ヘッドと、
　前記第２のデザインは、該第２のデザインの端から内側の領域に設けられたエッジ領域
のデザインを有し、前記エッジ領域の前記デザインと同じ付加画像を、前記第２のデザイ
ンの端に少なくとも１つ設けて、前記第２のデザインと前記付加画像とにより前記爪領域
が包含されるように前記画像データを処理する第２の画像データ処理部を有する画像デー
タ処理部と、
　を備えていることを特徴とするネイルプリント装置。
【請求項２】
　前記画像データ処理部は、前記第１のデザインが前記爪領域内に包含されるように前記
画像データを処理する第１の画像データ処理部を含むことを特徴とする請求項１に記載の
ネイルプリント装置。
【請求項３】
　前記第１のデザインは、絵柄、漢字、平仮名、カタカナ、アルファベット、数字、記号
、絵文字、の少なくともいずれかを含み、
　指を撮影して指画像を得る撮影部と、
　前記撮影部によって取得された前記指画像から爪領域を抽出する爪領域抽出部と、
　前記画像データ処理部によって処理された前記画像データに基づいて前記爪領域に印刷
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を行うよう前記印刷ヘッドを制御する印刷制御部と、
　を備えていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のネイルプリント装置。
【請求項４】
　前記画像データは、前記第１のデザインの画像データである第１の画像データと、前記
第２のデザインの画像データである第２の画像データと、で構成されており、
　前記第１の画像データ処理部は、前記第１のデザインが前記爪領域内に包含されるよう
に当該第１のデザインの画像データである前記第１の画像データを処理し、
　前記第２の画像データ処理部は、前記第２のデザインと前記付加画像とにより前記爪領
域が包含されるように当該第２のデザインの画像データである前記第２の画像データを処
理することを特徴とする請求項２又は請求項３に記載のネイルプリント装置。
【請求項５】
　前記画像データ処理部によって処理された前記画像データを表示する表示部を備えてい
ることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
【請求項６】
　印刷ヘッドにより、第１のデザインと、前記第１のデザインの背景となる第２のデザイ
ンと、を含む画像の画像データに基づいて爪領域に印刷する場合に、
　前記第２のデザインは、該第２のデザインの端から内側の領域に設けられたエッジ領域
のデザインを有し、前記エッジ領域の前記デザインと同じ付加画像を、前記第２のデザイ
ンの端に少なくとも１つ設けて、前記第２のデザインと前記付加画像とにより前記爪領域
が包含されるように前記画像データを処理する第２の画像データ処理部を有する画像デー
タ処理部により、前記画像データを処理することを特徴とするネイルプリント装置の印刷
制御方法。
【請求項７】
　前記第１のデザイン全体が前記爪領域内に印刷されるように前記画像データを処理する
第１の画像データ処理部を有する画像データ処理部により、前記画像データを処理
することを特徴とする請求項６に記載のネイルプリント装置の印刷制御方法。
【請求項８】
　前記第１のデザインは、絵柄、漢字、平仮名、カタカナ、アルファベット、数字、記号
、絵文字、の少なくともいずれかを含み、
　撮影部により、指を撮影して指画像を取得し、
　爪領域抽出部により、前記指画像から爪領域を抽出し、
　印刷制御部により、前記画像データ処理部によって処理された前記画像データに基づい
て前記爪領域に印刷を行うよう前記印刷ヘッドを制御することを特徴とする請求項６又は
請求項７に記載のネイルプリント装置の印刷制御方法。
【請求項９】
　前記画像データは、前記第１のデザインの画像データである第１の画像データと、前記
第２のデザインの画像データである第２の画像データと、で構成されており、
　前記第１の画像データ処理部により、前記第１のデザインが前記爪領域内に包含される
ように当該第１のデザインの画像データである前記第１の画像データを処理し、
　前記第２の画像データ処理部により、前記第２のデザインと前記付加画像とにより前記
爪領域が包含されるように当該第２のデザインの画像データである前記第２の画像データ
を処理することを特徴とする請求項７又は請求項８に記載のネイルプリント装置の印刷制
御方法。
【請求項１０】
　前記画像データ処理部によって処理された前記画像データを表示する表示部を備えてい
ることを特徴とする請求項６から請求項９のいずれか一項に記載のネイルプリント装置の
印刷制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ネイルプリント装置及びネイルプリント装置の印刷制御方法に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人の指の爪に好みのデザイン画像を印刷（ネイル印刷）するネイルプリント装置
が知られている。
　このような装置を用いれば、ネイルサロン等を利用することなく、簡易にネイルプリン
トを楽しむことができる。
　ネイルプリント装置によってデザイン画像を爪に印刷する場合には、デザイン画像をユ
ーザの爪の大きさや形状に合わせる必要がある。
　この点、例えば、爪のおよその大きさを装置に取り込み、ネイルアートパターン（デザ
イン画像）を、爪のおよその輪郭像と合成することによりデザイン画像をユーザの爪の大
きさや形状に合わせ込む技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　しかし、爪には、伸長方向(縦方向)に長い爪、幅方向（横方向）に長い爪など様々な形
状がある。また、爪の伸長方向(縦方向)と直交する幅方向（横方向）の長さは、爪の伸長
方向(縦方向)の位置によって異なることが殆どである。このため、単にデザイン画像を爪
のおよその輪郭像と合成するだけでは、デザイン画像をユーザの爪に完全に合わせ込むこ
とは難しく、塗り残しやはみ出しを生じてしまう。
　そこで、デザイン画像の塗り残しやはみ出しが生じてしまうことを防ぐため、特許文献
１には、被施術者（ユーザ）が、「印刷されるパターンの大きさや縦横比、位置などを爪
にあわせて調節する」ことが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４-１５４９４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ユーザが、印刷されるデザイン画像の大きさや縦横比、位置などを自分
で微調整して爪に合わせ込むことは非常に時間や手間がかかる。このため、このような準
備を行わないと自分の爪に合ったネイル印刷を行うことができないのでは、手軽にネイル
印刷を楽しむことができない。
【０００６】
　また、例えば、デザイン画像がワンポイントの絵柄デザインと小さなデザインが全体に
ちりばめられている全体柄の背景デザインとを備えているような場合、背景デザインを爪
の大きさ、形状に合わせて縮小し調整すると、絵柄の配置バランスが崩れたり、絵柄が歪
んでしまったりする。また、絵柄全体が爪の範囲内に収まるように爪の縦横のうち短い方
の長さに合わせて画像データを縮小し調整すると、背景も一緒に縮小されてしまい、爪の
縦横のうち長い方の長さが足りなくなって背景画像が印刷されない領域を生じてしまう場
合があるとの問題もある。
　すなわち、例えば、横方向に長い絵柄デザイン（例えば、横向きの鉛筆の絵柄）と横方
向に長い背景デザインとの組合せで構成されるデザイン画像を縦方向に長い爪に合わせ込
む（フィッティングする）場合、背景デザインが爪の縦方向の長さ全体をカバーするよう
にデザイン画像をフィッティングすると、絵柄デザインが大き過ぎて爪からはみ出したり
、縦方向に拡大され縦横比が変化した歪な絵柄デザイン（縦方向に太い歪な鉛筆の絵柄）
となったりする。また、絵柄デザインが爪の横方向の長さに合うようにデザイン画像をフ
ィッティングすると、絵柄デザインは、爪からはみ出ないが、背景デザインが爪よりも小
さくなってしまい、爪にデザイン画像が印刷されない領域（非印刷領域）ができてしまう
。
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　こうした不都合を防ぐためには、デザイン画像としてどのような爪にも合うような大き
なものを用意し、これをユーザが手動で爪ごとにフィッティングさせる等、非常に手間の
かかる処理を行う必要があり、簡易かつ迅速にネイル印刷を行うことができないとの問題
があった。
【０００７】
　本発明は以上のような事情に鑑みてなされたものであり、デザイン画像を爪に印刷する
場合に、デザイン画像に含まれる絵柄デザインと背景デザインとをそれぞれ爪に合うよう
にフィッティングさせるネイルプリント装置及びネイルプリント装置の印刷制御方法を提
供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明に係るネイルプリント装置は、
　第１のデザインと、前記第１のデザインの背景となる第２のデザインと、を含む画像の
画像データに基づいて爪領域に印刷を行う印刷ヘッドと、
　前記第２のデザインは、該第２のデザインの端から内側の領域に設けられたエッジ領域
のデザインを有し、前記エッジ領域の前記デザインと同じ付加画像を、前記第２のデザイ
ンの端に少なくとも１つ設けて、前記第２のデザインと前記付加画像とにより前記爪領域
が包含されるように前記画像データを処理する第２の画像データ処理部を有する画像デー
タ処理部と、
　を備えていることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、デザイン画像を爪に印刷する場合に、デザイン画像に含まれる絵柄デ
ザインと背景デザインとをそれぞれ爪に合うようにフィッティングさせることができると
の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係るネイルプリント装置の一実施形態を概念的に示した斜視図で、蓋体
を開いた状態を示している。
【図２】図１のネイルプリント装置の装置本体を概念的に示した斜視図である。
【図３】図１のネイルプリント装置の印刷指固定部を示した断面図で、印刷指として人差
し指から小指を印刷指挿入部に挿入した際の固定態様を示している。
【図４】図１のネイルプリント装置の正面側の断面図である。
【図５】図１のネイルプリント装置の側断面図である。
【図６】本実施形態に係るネイルプリント装置の制御構成を示した要部ブロック図である
。
【図７】本実施形態におけるフィッティングテーブル記憶部のデータ構成例を示す図であ
る。
【図８】（Ａ）は、デザインモードＡの場合にフィッティングされるデザイン画像の一例
を示した説明図であり、（Ｂ）は、デザインモードＡの場合に第１の画像データ処理部に
よって画像データが処理されたデザイン画像を示す説明図であり、（Ｃ）は、デザインモ
ードＡの場合に第２の画像データ処理部によって画像データが処理されたデザイン画像を
示す説明図であり、（Ｄ）は、デザインモードＡの場合に画像データ処理部によってフィ
ッティングされたデザイン画像を示す説明図である。
【図９】背景デザインの左右の両端にエッジ領域を備えているデザイン画像の一例を示す
説明図である。
【図１０】（Ａ）は、デザインモードＢの場合にフィッティングされるデザイン画像の一
例を示した説明図であり、（Ｂ）は、デザインモードＢの場合に第２の画像データ処理部
によって画像データが処理されたデザイン画像を示す説明図であり、（Ｃ）は、デザイン
モードＢの場合に画像データ処理部によってフィッティングされたデザイン画像を示す説
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明図である。
【図１１】（Ａ）は、デザインモードＣの場合にフィッティングされる絵柄デザインの一
例を示した説明図であり、（Ｂ）は、デザインモードＣの場合に、フィッティングされる
背景デザインの一例を示した説明図であり、（Ｃ）は、デザインモードＣの場合における
、第１の画像データ処理部及び第２の画像データ処理部による処理を説明する説明図であ
り、（Ｄ）は、デザインモードＣの場合に画像データ処理部によってフィッティングされ
たデザイン画像を示す説明図である。
【図１２】ネイルプリント装置によって行われる印刷制御処理を示したフローチャートで
ある。
【図１３】図１２におけるフィッティング処理を示すフローチャートである。
【図１４】周辺余白領域を備えたデザイン画像の一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１から図１３を参照しつつ、本発明に係るネイルプリント装置の一実施形態について
説明する。
　図１は、本実施形態におけるネイルプリント装置の外観を示す斜視図であり、図２は、
ネイルプリント装置の内部構成を示す斜視図である。
【００１２】
　図１に示すように、このネイルプリント装置１は、ケース本体２及び蓋体４を備えてい
る。このケース本体２及び蓋体４は、ケース本体２の上面後端部に設けたヒンジ３を介し
て、互いに連結されている。
【００１３】
　上記ケース本体２は平面視で長円状に形成されている。このケース本体２の前側には開
閉板２ｃが起倒可能に設けられている。この開閉板２ｃは、ケース本体２の前面下端部に
設けたヒンジ（図示せず）を介して、ケース本体２に連結されている。この開閉板２ｃは
、ケース本体２の前面を開閉するためのものである。
　また、ケース本体２の上面(天板）には後述する操作部１２が設置されており、上面(天
板）のほぼ中央部には表示部１３が設定されている。
　なお、ケース本体２及び蓋体４の形状、構成はここに例示したものに限定されない。
【００１４】
　また、ケース本体２にはネイルプリント装置１の装置本体１０が収容されている。この
装置本体１０は、図２に示す印刷指固定部２０、撮影部３０、印刷部４０及び制御部５２
を構成している制御装置５０（図６参照）を備えている。これら印刷指固定部２０、撮影
部３０、印刷部４０及び制御装置５０は機枠１１に設けられている。
　なお、機枠１１は下部機枠１１ａ及び上部機枠１１ｂによって構成されている。そして
、下部機枠１１ａは箱状に形成され、ケース本体２の内部下方に設置されており、上部機
枠１１ｂは下部機枠１１ａの上方で且つケース本体２の内部上方に設置されている。
【００１５】
　印刷指固定部２０は、機枠１１の中の下部機枠１１ａに設けられている。この下部機枠
１１ａに設けられた印刷指挿入部２０ａ、非印刷指挿入部２０ｂ及び掴み部２０ｃによっ
て印刷指固定部２０が構成されている。
【００１６】
　図３は、印刷指固定部２０を示した断面図である。
　ここで、印刷指挿入部２０ａには、印刷しようとする爪Ｔに対応する指（以下「印刷指
Ｕ１」という。）が挿入される。また、印刷指挿入部２０ａの底面（印刷指載置面）には
、印刷指Ｕ１が載置される。印刷指Ｕ１の撮影や印刷は、印刷指Ｕ１がこの印刷指挿入部
２０ａの印刷指載置面に載置された状態で行われる。
　また、非印刷指挿入部２０ｂは、印刷指以外の指（以下「非印刷指Ｕ２」という。）を
挿入するための指挿入部である。
　また、掴み部２０ｃは、印刷指挿入部２０ａに挿入された印刷指Ｕ１と、非印刷指挿入
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部２０ｂに挿入された非印刷指Ｕ２とで挟持することが可能な部分である。本実施形態に
おいて、この掴み部２０ｃは印刷指挿入部２０ａと非印刷指挿入部２０ｂとを仕切る隔壁
２１によって構成されている。
【００１７】
　この隔壁２１の上面は平坦な印刷指載置面を構成している。この隔壁２１の指挿入側端
部には膨出部２２が形成されている。この膨出部２２は、印刷指挿入部２０ａ及び非印刷
指挿入部２０ｂに印刷指Ｕ１及び非印刷指Ｕ２を深く挿入した際に、印刷指Ｕ１及び非印
刷指Ｕ２の付け根Ｕ３が当接する部分に形成されている。膨出部２２は、印刷指Ｕ１の腹
全体が印刷指載置面に当接した状態で、印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで隔壁２１（掴み部
２０ｃ）を強く挟持することができるように、指挿入方向の断面が、隔壁２１の下面から
下方に向けて膨出するように円形となっている。なお、膨出部２２の形状は、断面円形に
限定されることなく、断面楕円形，多角形等の非円形であってもよい。
【００１８】
　例えば、左手の親指以外の４本の指（人差し指、中指、薬指及び小指）が印刷指Ｕ１と
なる場合には、図３に示すように、ユーザは印刷指挿入部２０ａに４本の印刷指Ｕ１を挿
入し、非印刷指挿入部２０ｂに非印刷指Ｕ２である親指を挿入する。この場合、ユーザが
印刷指挿入部２０ａに挿入された印刷指Ｕ１と、非印刷指挿入部２０ｂに挿入された非印
刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持することにより、印刷指Ｕ１が掴み部２０ｃの上で固定
される。
　また、親指のみが印刷指Ｕ１となる場合には、親指（印刷指Ｕ１）を印刷指挿入部２０
ａに挿入し、親指以外の４本の指（非印刷指Ｕ２）を非印刷指挿入部２０ｂに挿入する。
この場合にも、ユーザが印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持することで印
刷指Ｕ１が固定される。
【００１９】
　また、図４は、本実施形態に係るネイルプリント装置１の正面側の断面図であり、図５
は、ネイルプリント装置１の側断面図である。
　図４及び図５に示すように、撮影部３０は、機枠１１の中の上部機枠１１ｂに設けられ
ている。
　すなわち、上部機枠１１ｂに設置された基板３１の中央部下面には、ドライバーを内蔵
した２００万画素程度以上の画素を有するカメラ３２が設置されている。また、基板３１
には、カメラ３２を囲むように白色ＬＥＤ等の照明灯３３が設置されている。撮影部３０
は、このカメラ３２及び照明灯３３を備えて構成されている。
　この撮影部３０は、印刷指挿入部２０ａの底面（印刷指載置面）に載置された印刷指Ｕ
１を照明灯３３によって照明し、カメラ３２によってその印刷指Ｕ１を撮影して、当該印
刷指Ｕ１に対応する爪Ｔの爪領域Ｔａ（図８（Ｂ）等参照）の画像を含む指画像を取得す
る指画像取得部であり、この撮影部３０は、後述する制御装置５０の撮影制御部５２２に
接続され、該撮影制御部５２２によって制御されるようになっている。
【００２０】
　また、印刷部４０は、爪領域Ｔａの座標値に基づく印刷用画像データに従って印刷対象
領域である爪領域Ｔａに色や模様等の印刷を施すものであり、主に上部機枠１１ｂに設け
られている。
　すなわち、図４及び図５に示すように、上部機枠１１ｂの両側板には、２本のガイドロ
ッド４１が平行に架設されている。このガイドロッド４１には、主キャリッジ４２が摺動
自在に設置されている。また、図５に示すように、主キャリッジ４２の前壁４２ａおよび
後壁４２ｂには２本のガイドロッド４４が平行に架設されている。このガイドロッド４４
には、副キャリッジ４５が摺動自在に設置されている。この副キャリッジ４５の下面中央
部には、印刷ヘッド４６が搭載されている。
　印刷ヘッド４６は、後述する絵柄デザインＰ（図８（Ａ）等参照）である第１のデザイ
ンと、背景デザインＢ（図８（Ａ）等参照）である第２のデザインとを含む画像データに
基づいて爪領域Ｔａに印刷を行う。
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　なお、印刷ヘッド４６による印刷は、これに限定されず、例えば、絵柄デザインＰ（第
１のデザイン）及び背景デザインＢ（第２のデザイン）のうちいずれか一つを含む画像デ
ータに基づいて行われてもよい。
　本実施形態において、この印刷ヘッド４６は、インクを微滴化し、印刷対象の被印刷面
に対し直接に吹き付けて印刷を行うインクジェット方式の印刷ヘッド４６である。なお、
印刷ヘッド４６の記録方式はインクジェット方式に限定されない。
【００２１】
　主キャリッジ４２は動力伝達部（図示せず）を介してモータ４３に連結され、モータ４
３の正逆回転によって、ガイドロッド４１に沿って左右方向に移動するように構成されて
いる。また、副キャリッジ４５は動力伝達部（図示せず）を介してモータ４７に連結され
、モータ４７の正逆回転によって、ガイドロッド４４に沿って前後方向に移動するように
構成されている。
　また、下部機枠１１ａには、印刷ヘッド４６にインクを供給するためのインクカートリ
ッジ４８が設けられている。インクカートリッジ４８は、図示しないインク供給管を介し
て印刷ヘッド４６と接続されており、適宜印刷ヘッド４６にインクを供給するようになっ
ている。なお、印刷ヘッド４６自体にインクカートリッジを搭載する構成としてもよい。
【００２２】
　印刷部４０は、これらガイドロッド４１、主キャリッジ４２、モータ４３、ガイドロッ
ド４４、副キャリッジ４５、印刷ヘッド４６、モータ４７及びインクカートリッジ４８等
を備えて構成されている。この印刷部４０のモータ４３、印刷ヘッド４６、モータ４７は
、後述する制御装置５０の印刷制御部５２５に接続され、該印刷制御部５２５によって制
御されるようになっている。
【００２３】
　操作部１２は、ユーザが各種入力を行うための入力部である（図１等参照）。
　操作部１２には、例えば、ネイルプリント装置１の電源をＯＮする電源スイッチ、印刷
動作を開始させる印刷スイッチ、動作を停止させる停止スイッチ、その他各種の入力を行
うための操作釦１２１が配置されている。
【００２４】
　表示部１３は、例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）、有機エ
レクトロルミネッセンスディスプレイその他のフラットディスプレイ等で構成されている
。本実施形態において、表示部１３には、例えば、印刷指Ｕ１を撮影した指画像やその中
の爪領域Ｔａ、爪Ｔに印刷すべきデザイン画像Ｄを選択するためのデザイン選択画面、印
刷指Ｕ１の爪領域Ｔａに印刷すべきデザイン画像Ｄ、後述する画像データ処理部５２４に
よって処理されたデザイン画像Ｄ（印刷用画像データ）を確認するためのサムネイル画像
等が表示されるようになっている。
　なお、表示部１３の表面に、タッチパネルが一体的に構成されていてもよい。この場合
には、例えば、先の尖った棒状の筆記具様であってタッチパネル表面に押し当てることに
より筆記する図示しないスタイラスペンや指先等によるタッチ操作により、表示部１３の
表面をタッチすることによっても各種の入力を行うことができるように構成される。
【００２５】
　表示部１３には、例えば、印刷指Ｕ１を撮影した指画像やその中の爪領域Ｔａ、印刷指
Ｕ１の爪領域Ｔａに印刷すべきデザイン画像Ｄ、後述する画像データ処理部５２４によっ
て処理されたデザイン画像Ｄ（印刷用画像データ）を確認するためのサムネイル画像等が
表示されるようになっている。
【００２６】
　また、制御装置５０は、例えば上部機枠１１ｂに配置された基板３１等に設置されてい
る。図６は、本実施形態における制御構成を示す要部ブロック図である。
【００２７】
　図６に示すように、制御装置５０は、図示しないＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡ
Ｍ（Random Access Memory）等で構成される記憶部５１と、図示しないＣＰＵ（Central 
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Processing Unit）等によって構成されている制御部５２とを備えるコンピュータである
。
【００２８】
　記憶部５１には、ネイルプリント装置１を動作させるための各種プログラムや各種デー
タ等が格納されている。
　本実施形態において、記憶部５１には、画像データ記憶部５１１、フィッティングテー
ブル記憶部５１２等が設けられている。
【００２９】
　画像データ記憶部５１１は、第１のデザインである絵柄デザインＰ及び／又は第２のデ
ザインである背景デザインＢを含むデザイン画像Ｄ（図８（Ａ）等参照）の画像データを
複数記憶している。
　ここで、絵柄デザインＰ（第１のデザイン）とは、例えば、花柄や星柄等のワンポイン
ト模様で構成されるデザインをいう。第１のデザインである絵柄デザインＰは、漢字、平
仮名、カタカナ、アルファベット等の文字、数字、記号、絵文字等を含む。絵柄デザイン
Ｐは、背景デザイン以外のものであればよく、ここに挙げたものに限定されない。また、
背景デザインＢ（第２のデザイン）とは、ライン柄やチェック柄、マーブル柄等、爪全体
にほぼ均一的に配置されるデザインをいう。例えば、デザイン画像Ｄａ（図７等参照）は
、図８（Ａ）等に示すように、桜の花びら等の絵柄デザインＰ（このデザイン画像Ｄａの
絵柄デザインＰを「絵柄デザインＰａ」とする。）と無地の上下に横ラインが入った背景
デザインＢ（このデザイン画像Ｄａの背景デザインＢを「背景デザインＢａ」とする。）
とで構成されている。
　各デザイン画像Ｄの画像データには、各画像データを特定することのできるアクセス情
報（例えば、「デザイン画像Ｄａ」「デザイン画像Ｄｂ」「デザイン画像Ｄｃ」等）が付
帯されている。
　なお、画像データ記憶部５１１に記憶されるデザイン画像Ｄの画像データは、絵柄デザ
インＰである第１のデザインと背景デザインＢである第２のデザインとを含む単一の画像
データであってもよいし、第１のデザインの画像データである第１の画像データと第２の
デザインの画像データである第２の画像データとから構成されていてもよい。
　デザイン画像Ｄの画像データが第１の画像データと第２の画像データとで構成されてい
る場合には、第１の画像データと第２の画像データとの組み合わせが予め定められ、両者
が対応付けられて画像データ記憶部５１１に記憶されていてもよいし、ユーザによって、
一つ又は複数の第１の画像データと第２の画像データとが選択可能としてもよい。第１の
画像データと第２の画像データとをユーザが選択することができるようにした場合には、
デザイン画像Ｄは、ユーザによって選択された一つ又は複数の第１の画像データと第２の
画像データとを組み合わせることで構成され、選択された第１の画像データ及び第２の画
像データが互いに対応付けられて画像データ記憶部５１１に記憶される。
　また、画像データ記憶部５１１に記憶されるデザイン画像Ｄの画像データは、絵柄デザ
インＰである第１のデザイン及び背景デザインＢである第２のデザインのいずれか一方の
みで構成された画像データであってもよい。
【００３０】
　第２のデザインに後述する所定の繰り返し幅Ｒのエッジ領域Ｉが設定された場合に、フ
ィッティングテーブル記憶部５１２は、繰り返し幅Ｒと第２のデザインとを対応づけて記
憶する対応付け記憶部である。
　図７は、本実施形態におけるフィッティングテーブル記憶部５１２のデータ構成例を示
す図である。
　図７に示すように、本実施形態では、フィッティングテーブル記憶部５１２には、上記
画像データ記憶部５１１に記憶されたデザイン画像Ｄに付帯されたアクセス情報が当該画
像データと対応する３種類のデザインモード（デザインモードＡ，デザインモードＢ，デ
ザインモードＣ）のうちいずれか一つと対応付けられて記憶されている。
　また、アクセス情報にデザインモードＡが対応付けられて記憶されている場合には、フ
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ィッティングテーブル記憶部５１２には、さらに、後述する繰り返し幅Ｒ（図８（Ｃ）等
参照）もアクセス情報に対応付けられて記憶されている。
【００３１】
　ここでデザインモードとは、後述する画像データ処理部５２４がデザイン画像Ｄの画像
データについてフィッティング処理を行う際の処理モードである。
　例えばデザイン画像Ｄが絵柄デザインＰ（第１のデザイン）を有し、ワンポイントの花
柄等のデザインを爪領域Ｔａ内に丸ごと入れたい場合には、爪領域Ｔａの縦横比を比較し
、縦と横のうち小さい方の長さにデザイン画像Ｄを合わせてフィッティングするデザイン
モードＡが対応付けられる。
　また、デザイン画像Ｄが絵柄デザインＰ（第１のデザイン）を含まず背景デザインＢ（
第２のデザイン）のみで構成されている場合には、爪領域Ｔａの縦横比を比較し、縦と横
のうち大きい方の長さにデザイン画像Ｄを合わせてフィッティングするデザインモードＢ
が対応付けられる。
　また、デザイン画像Ｄが絵柄デザインＰ（第１のデザイン）の画像データである第１の
画像データと背景デザインＢ（第２のデザイン）の画像データである第２の画像データと
で構成されている場合には、第１の画像データと第２の画像データとについてそれぞれ別
個にフィッティングするデザインモードＣが対応付けられる。
【００３２】
　フィッティングテーブル記憶部５１２において、デザインモードや繰り返し幅Ｒがデザ
イン画像Ｄのアクセス情報と対応付けられて記憶されていることにより、後述する画像デ
ータ処理部５２４は、当該アクセス情報に基づいてフィッティングテーブル記憶部５１２
から適宜必要なデザインモードや繰り返し幅Ｒを読み出すことができる。
　例えば、ユーザによって選択されたデザイン画像Ｄが「デザイン画像Ｄａ」である場合
、画像データ処理部５２４は、この「デザイン画像Ｄａ」のアクセス情報に基づいて「デ
ザイン画像Ｄａ」に対応するデザインモードＡと繰り返し幅Ｒ１（８画素、図７及び図８
(Ａ)等参照）とをフィッティングテーブル記憶部５１２から読み出す。
　なお、フィッティングテーブル記憶部５１２の構成はここで示したものに限定されず、
例えば、デザイン画像Ｄの画像データ自体がフィッティングテーブル記憶部５１２におい
てデザインモードや繰り返し幅Ｒと対応付けられて記憶されていてもよい。この場合には
別途画像データ記憶部５１１を設ける必要がない。
【００３３】
　制御部５２は、機能的に見た場合、表示制御部５２１、撮影制御部５２２、爪領域抽出
部５２３、画像データ処理部５２４、印刷制御部５２５等を備えている。これら表示制御
部５２１、撮影制御部５２２、爪領域抽出部５２３、画像データ処理部５２４、印刷制御
部５２５等としての機能は、制御部５２のＣＰＵと記憶部５１のＲＯＭ等に記憶されたプ
ログラムとの共働によって実現される。
【００３４】
　表示制御部５２１は、表示部１３に各種の表示画面を表示させる。
　本実施形態では、表示制御部５２１は、デザイン画像Ｄを選択するためのデザイン選択
画面、画像データ処理部５２４によって処理されたデザイン画像Ｄ（印刷用画像データ）
を確認するためのサムネイル画像、各種の指示を表示させる指示画面、告知画面、警告画
面等を表示部１３に表示させるようになっている。
【００３５】
　撮影制御部５２２は、ユーザの印刷指Ｕ１の指画像等を撮影するように、撮影部３０の
撮影動作を制御する。例えば撮影制御部５２２は、ユーザが印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２
０ａに挿入する際に、印刷指挿入部２０ａ内に挿入される印刷指Ｕ１の様子を撮影部３０
に撮影させる。撮影部３０によって撮影された画像は例えば表示部１３等に表示され、ユ
ーザが印刷指Ｕ１をセットする際に目視にて印刷指Ｕ１の配置を確認できるようにするこ
とが好ましい。
　また、撮影制御部５２２は、ユーザの印刷指Ｕ１が印刷指挿入部２０ａ内の所定位置に



(10) JP 5853909 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

配置されたときに印刷指Ｕ１を撮影部３０に撮影させる。撮影制御部５２２は、この撮影
部３０によって撮影された画像を制御部５２に出力する。
　なお、撮影制御部５２２は、撮影部３０によって取得された画像の画像データを記憶部
５１に記憶させるようになっていてもよい。
【００３６】
　爪領域抽出部５２３は、撮影部３０により取得された印刷指Ｕ１の指画像から、これに
含まれる爪Ｔに対応する爪領域Ｔａを抽出する。本実施形態では、爪領域抽出部５２３は
、撮影制御部５２２により出力された指画像に基づいて印刷指Ｕ１の爪Ｔの輪郭の座標値
(爪Ｔの輪郭の座標値で表わされる領域を「爪領域Ｔａ」という。)、縦横比等を検出する
。爪領域抽出部５２３によって抽出された爪領域Ｔａに基づいて印刷ヘッド４６による印
刷範囲等が特定される。
　なお、爪領域抽出部５２３が爪領域Ｔａを抽出する手法は特に限定されず、各種手法を
用いることができる。
　以下、この爪領域Ｔａの横方向の長さのうち最も長い部分(爪領域Ｔａの幅が最も出張
った部分）の長さをＷ、爪領域Ｔａの縦方向の長さのうち最も長い部分の長さをＨとして
、説明する（図８（Ｂ）等参照）。
【００３７】
　画像データ処理部５２４は、第１の画像データ処理部５２４ａと第２の画像データ処理
部５２４ｂとを備えている。画像データ処理部５２４は、アクセス情報に対応するデザイ
ン画像Ｄの画像データを画像データ記憶部５１１から読み出して取得するとともに、当該
デザイン画像Ｄのアクセス情報に基づいて、当該アクセス情報に対応付けられて記憶され
ているデザインモードをフィッティングテーブル記憶部５１２から読み出して取得する。
ここで、アクセス情報にデザインモードＡが対応付けられて記憶されている場合、画像デ
ータ処理部５２４は、当該アクセス情報に対応付けられて記憶されている繰り返し幅Ｒも
さらに取得する。
　また、画像データ処理部５２４は、爪領域抽出部５２３が取得した爪領域Ｔａとデザイ
ンモードとに基づいて、デザイン画像Ｄの画像データを第１の画像データ処理部５２４ａ
及び／又は第２の画像データ処理部５２４ｂで処理し、デザイン画像Ｄを加工する。
　また、画像データ処理部５２４は、第１の画像データ処理部５２４ａ及び／又は第２の
画像データ処理部５２４ｂで処理されたデザイン画像Ｄの画像データに基づいてデザイン
画像Ｄを爪領域Ｔａに合わせて切り出し、切り出されたデザイン画像Ｄの画像データを印
刷用画像データとして印刷制御部５２５に出力する。
【００３８】
　第１の画像データ処理部５２４ａは、デザイン画像Ｄに対応付けられたデザインモード
がデザインモードＡであった場合、第１のデザインである絵柄デザインＰ（図８（Ｃ）等
参照）が爪領域Ｔａ内に位置するようにデザイン画像Ｄの画像データを処理する。
　また、第１の画像データ処理部５２４ａは、デザイン画像Ｄに対応付けられたデザイン
モードがデザインモードＣであった場合、第１のデザインである絵柄デザインＰが爪領域
Ｔａに包含されるように絵柄デザインＰの画像データを処理する。
　なお、第１の画像データ処理部５２４ａによる具体的な処理は、特に限定されないが、
本実施形態では、デザイン画像Ｄに対応付けられたデザインモードがデザインモードＡ及
びデザインモードＣの場合に、爪領域Ｔａの縦横比の小さい方の長さ（通常は爪領域Ｔａ
の横方向の長さＷ）に合わせてデザイン画像Ｄの画像データを処理し、第１のデザインで
ある絵柄デザインＰ（図８（Ａ）等参照）が爪領域Ｔａ内に位置するように、デザイン画
像Ｄの大きさを縦横等比で縮小又は拡大させるものとする。これにより、絵柄デザインＰ
は、爪領域Ｔａの大きさに合わせて縦横等比で縮小又は拡大される。
　また、第１の画像データ処理部５２４ａが行う処理には、例えば、絵柄デザインＰを回
転させたり、位置を移動させたりするような処理が含まれていてもよい。
【００３９】
　また、第２の画像データ処理部５２４ｂは、デザイン画像が第２のデザインである背景
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デザインＢ（図８（Ａ）等参照）を含む場合、背景デザインＢが爪領域Ｔａを包含するよ
うにデザイン画像Ｄの画像データを処理する。
　本実施形態では、デザイン画像Ｄに対応付けられたデザインモードがデザインモードＡ
であった場合、第２の画像データ処理部５２４ｂは、フィッティングテーブル記憶部５１
２から、繰り返し幅Ｒを取得する。繰り返し幅Ｒは、デザイン画像Ｄのエッジ領域Ｉ（図
８(Ａ)等参照）を定義するための長さであり、本実施形態では画素数で規定される。エッ
ジ領域Ｉは、背景デザインＢの端から繰り返し幅Ｒの画素分の領域で設定される（図８（
Ａ）の繰り返し幅Ｒ１及びエッジ領域Ｉ１参照）。第２の画像データ処理部５２４ｂは、
背景デザインＢの端からエッジ領域Ｉをデザイン画像Ｄの外側に向かって繰り返して設け
ることで背景デザインＢを延伸させる加工を行う。
【００４０】
　また、第２の画像データ処理部５２４ｂは、デザイン画像Ｄに対応付けられたデザイン
モードがデザインモードＢ及びデザインモードＣであった場合、第２のデザインである背
景デザインＢが爪領域Ｔａを包含するよう、背景デザインＢの画像データを処理し、背景
デザインＢの大きさを縦横等比で縮小または拡大させたりする加工を行う。
　なお、第２の画像データ処理部５２４ｂが行う処理は、ここに挙げられたものに限られ
ない。例えば、第２の画像データ処理部５２４ｂが行う処理には、背景デザインＢの位置
を移動させたり、背景デザインＢを回転させたりするような処理が含まれていてもよい。
【００４１】
　ここで、画像データ処理部５２４による各デザインモードにおけるデザイン画像Ｄのフ
ィッティングについて、具体例を図８から図１１を参照して説明する。
　ここで、説明を簡単にするため、各デザインモードの説明に用いるデザイン画像Ｄは、
爪Ｔよりも大きな正方形であるものとする。また、画像データ処理部５２４は、画像デー
タを処理してデザイン画像Ｄのフィッティングを行うものであるが、説明を簡単にするた
め、画像データ処理部５２４が画像データではなく、直接デザイン画像Ｄを処理している
ものとみなして説明をする。
【００４２】
　まず、デザインモードＡによるフィッティング処理について、デザイン画像Ｄａ（図７
参照）をフィッティングする場合を例として説明する。
　図８（Ａ）は、デザインモードＡによりフィッティングされるデザイン画像Ｄａの一例
を示した説明図であり、図８（Ｂ）は、デザインモードＡの場合に第１の画像データ処理
部５２４ａによってデザイン画像Ｄａの画像データが処理された状態を示す説明図であり
、図８（Ｃ）は、デザインモードＡの場合に第２の画像データ処理部５２４ｂによってデ
ザイン画像Ｄａの画像データが処理された状態を示す説明図であり、図８（Ｄ）は、デザ
インモードＡの場合に画像データ処理部５２４によって爪領域Ｔａにデザイン画像Ｄａが
フィッティングされた状態を示す説明図である。
　図８（Ａ）等に示すデザイン画像Ｄａは、第１のデザインである絵柄デザインＰａと第
２のデザインである背景デザインＢａとを備えている。また、背景デザインＢａの上下の
両端には、繰り返し幅Ｒ１の長さ（図示例では、８画素分の長さ）のエッジ領域Ｉ１が設
定されている。図８（Ａ）に示すように、エッジ領域Ｉ１は、横縞模様の１単位を形成し
ている。なお、デザイン画像Ｄａに対応するデザインモードとエッジ領域Ｉ１を定義する
ための繰り返し幅Ｒ１とは、図７に示すように、アクセス情報に対応付けられてフィッテ
ィングテーブル記憶部５１２に記憶されており、画像データ処理部５２４によってフィッ
ティングテーブル記憶部５１２から読み出される。
【００４３】
　第１の画像データ処理部５２４ａは、デザイン画像Ｄａの縦横の長さが爪領域Ｔａの縦
横比の小さい方の長さ（本実施形態では爪領域Ｔａの横方向の長さＷ）となるようにデザ
イン画像Ｄａを縦横等比で縮小させる。ここでは、デザイン画像Ｄａの縦方向及び横方向
の長さは、１／２に縮小されたものとする。この場合、繰り返し幅Ｒ１も同じ比率で縮小
され４画素となり、エッジ領域Ｉ１も、縦方向及び横方向の長さが１／２に縮小される。
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　次に、第１の画像データ処理部５２４ａは、縮小されたデザイン画像Ｄａの中心を爪領
域Ｔａの中心に重畳させる。ここで、デザイン画像Ｄａは、正方形であるため、デザイン
画像Ｄａの縦方向及び横方向の長さは、ともに爪領域Ｔａの横方向の長さＷと同じである
。また、爪領域Ｔａの縦方向の長さのうち最も長い部分の長さは、Ｈである。このため、
図８（Ｂ）に示すように、爪領域Ｔａには、縦方向の上下の両端部に長さ（Ｈ－Ｗ）／２
の空白領域Ｎが生じる。
　次に、第２の画像データ処理部５２４ｂは、縮小されたデザイン画像Ｄａの背景デザイ
ンＢａの縦方向の両端から縮小されたエッジ領域Ｉ１を縦方向に繰り返して設けることで
背景デザインＢａを延伸させる。第２の画像データ処理部５２４ｂは、空白領域Ｎがなく
なるまで、すなわち、延伸されたエッジ領域Ｉ１の総量（繰り返し総量）の縦方向の長さ
（繰り返し総長ＲＡ）が（Ｈ－Ｗ）／２と等しくなる又は（Ｈ－Ｗ）／２よりも長くなる
まで、エッジ領域Ｉ１を縦方向に繰り返して設置し、背景デザインＢａを延伸させる（図
８（Ｃ）。これにより、背景デザインＢａは、爪領域Ｔａ全体を包含する大きさとなる。
　次に、画像データ処理部５２４は、爪領域Ｔａからはみ出した背景デザインＢａを切り
落とし、デザイン画像Ｄａを爪領域Ｔａの形に合せ込む（図８（Ｄ）参照）。これにより
、デザイン画像Ｄａは、爪領域Ｔａにフィッティングされる。
【００４４】
　なお、デザイン画像Ｄの構成はここで示したものに限定されない。例えば、図９に示す
ように、デザイン画像Ｄｄの背景デザインＢｄは、背景デザインＢｄの左右の両端に所定
の繰り返し幅Ｒ２の領域のエッジ領域Ｉ２を備えていてもよい。
　また、前記の例では、第１の画像データ処理部５２４ａは、デザイン画像Ｄａの縦横の
長さが爪領域Ｔａの横方向の長さＷとなるようにデザイン画像Ｄａを縮小させるものとし
たが（図８参照）、合せ込む長さは爪領域Ｔａの横方向の長さＷに限定されない。
　例えば、図９に示すように、爪領域Ｔａの縦横比が、爪領域Ｔａの縦方向の長さＨの方
が爪領域Ｔａの横方向の長さＷよりも小さい場合には、デザイン画像Ｄｄの縦横の長さが
爪領域Ｔａの縦方向の長さＨとなるようにデザイン画像Ｄｄを縮小又は拡大させる。これ
により、横長形状の爪Ｔであっても絵柄デザインＰｄが爪領域Ｔａ内に適切に配置される
。この場合、横方向の左右の両端部に長さ（Ｗ－Ｈ）／２の空白領域Ｎが生じる（図９参
照）。デザイン画像Ｄｄの背景デザインＢｄが背景デザインＢｄの左右の両端に所定の繰
り返し幅Ｒ２の長さのエッジ領域Ｉ２を備えるものである場合には、第２の画像データ処
理部５２４ｂは、空白領域Ｎがなくなるまで、このエッジ領域Ｉ２を横方向に延伸させる
ことで爪領域Ｔａ全体に塗り残しなく印刷を行うことができる。
【００４５】
　次に、デザインモードＢによるフィッティング処理について、デザイン画像Ｄｂ（図７
参照）をフィッティングする場合を例として説明する。以下、爪領域Ｔａの縦方向の長さ
Ｈ＞爪領域Ｔａの横方向の長さＷの場合の例として説明する。
　図１０（Ａ）は、デザインモードＢによりフィッティングされるデザイン画像Ｄｂの一
例を示した説明図であり、図１０（Ｂ）は、デザインモードＢの場合に第２の画像データ
処理部５２４ｂによってデザイン画像Ｄｂの画像データが処理された状態を示す説明図で
あり、図１０（Ｃ）は、デザインモードＢの場合に画像データ処理部５２４によって爪領
域Ｔａにデザイン画像Ｄｂがフィッティングされた状態を示す説明図である。
　デザインモードＢは、前述のように、デザイン画像Ｄが第２のデザインのみで構成され
ている場合のフィッティングモードである。具体的には、例えば、図１０（Ａ）等に示す
ような、ワンポイント柄のない、全体柄及び全体模様のような爪領域Ｔａ全体に印刷され
る背景デザインＢｂからデザイン画像Ｄｂが構成されている場合のデザインモードである
。
【００４６】
　まず、第２の画像データ処理部５２４ｂは、デザイン画像Ｄｂの縦横の長さが爪領域Ｔ
ａの縦横比の大きい方の長さ（本実施形態では爪領域Ｔａの縦方向の長さＨ）となるよう
にデザイン画像Ｄｂを縦横等比で縮小させる。（図１０（Ｂ））。次に、画像データ処理
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部５２４は、爪領域Ｔａからはみ出したデザイン画像Ｄｂを切り落とし、デザイン画像Ｄ
ｂを爪領域Ｔａの形に合せ込む（図１０（Ｃ）参照）。これにより、デザイン画像Ｄｂは
爪領域Ｔａにフィッティングされる。
【００４７】
　なお、デザインモードＢによりフィッティング処理が行われるデザイン画像Ｄの柄は、
図示例のデザイン画像Ｄｂのような模様に限定されない。例えば、小紋柄など、小さなデ
ザインが全体にちりばめられている全体柄のようなものであってもよい。
　また、上記の例では、第２の画像データ処理部５２４ｂは、デザイン画像Ｄの縦横の長
さが爪領域Ｔａの縦方向の長さＨとなるようにデザイン画像Ｄを縦横等比で縮小させるも
のとしたが、合せ込む長さは爪領域Ｔａの縦方向の長さＨに限定されない。
　例えば、図９に示すような、爪領域Ｔａの縦横比が、爪領域Ｔａの縦方向の長さＨの方
が爪領域Ｔａの横方向の長さＷよりも小さい場合には、第２の画像データ処理部５２４ｂ
は、デザイン画像Ｄの縦横の長さが爪領域Ｔａの横方向の長さＷとなるようにデザイン画
像Ｄを縦横等比で縮小又は拡大させる。これにより、横長形状の爪Ｔであっても背景デザ
インＢが爪領域Ｔａ全体を覆うように配置される。
【００４８】
　次に、デザインモードＣによるフィッティング処理について、デザイン画像Ｄｃ（図７
参照）をフィッティングする場合を例として説明する。
　図１１（Ａ）は、デザインモードＣによりフィッティングされるデザイン画像Ｄｃを構
成する第１のデザインである絵柄デザインＰｃの一例を示した説明図であり、図１１（Ｂ
）は、デザイン画像Ｄｃを構成する第２のデザインである背景デザインＢｃの一例を示し
た説明図であり、図１１（Ｃ）は、デザインモードＣの場合における、第１の画像データ
処理部５２４ａ及び第２の画像データ処理部５２４ｂによる画像データの処理を説明する
説明図であり、図１１（Ｄ）は、デザインモードＣの場合に画像データ処理部５２４によ
って爪領域Ｔａにデザイン画像Ｄｃがフィッティングされた状態を示す説明図である。
　ここで、デザインモードＣによりフィッティングされるデザイン画像Ｄｃの画像データ
は、第１のデザインである絵柄デザインＰｃ（図１１（Ａ））の画像データである第１の
画像データと、第２のデザインである背景デザインＢｃ（図１１（Ｂ）参照）の画像デー
タである第２の画像データとで構成されるものとする。また、本実施形態の絵柄デザイン
Ｐｃは、色がついている花柄部ｆと色のついていない透明な透明部ｔとを備える正方形で
あるものとする。
【００４９】
　デザインモードＣにおいては、図１１（Ｃ）に示すように、第１の画像データ処理部５
２４ａは、第１の画像データについて絵柄デザインＰｃの縦横の長さが爪領域Ｔａの横方
向の長さＷとなるように絵柄デザインＰｃを縦横等比で縮小させる。
　次に、第２の画像データ処理部５２４ｂは、第２の画像データについて背景デザインＢ
ｃの縦横の長さが爪領域Ｔａの縦方向の長さＨとなるように背景デザインＢｃを縦横等比
で縮小させる。
　次に、画像データ処理部５２４は、縮小された絵柄デザインＰｃを縮小された背景デザ
インＢｃに重畳し、爪領域Ｔａからはみ出した背景デザインＢｃを切り落とし、絵柄デザ
インＰｃ及び背景デザインＢｃを爪領域Ｔａの形に合せ込む。これにより、図１１（Ｄ）
に示すように、デザイン画像Ｄｃは、爪領域Ｔａにフィッティングされる。
　なお、デザイン画像Ｄｃの構成は、ここで示したものに限定されない。例えば、デザイ
ン画像Ｄｃの画像データは、複数の第１のデザインである絵柄デザインＰｃを備えて構成
されるものであってもよい。この場合には、全ての絵柄デザインＰｃについて、上記第１
の画像データ処理部５２４ａによる合せ込み処理を行った上で、全ての画像データを重畳
する。
【００５０】
　印刷制御部５２５は、画像データ処理部５２４から入力された印刷用画像データに基づ
いて印刷部４０を制御し、印刷ヘッド４６によって印刷指挿入部２０ａに挿入された指（
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印刷指Ｕ１）の爪Ｔ（爪領域Ｔａ）にデザイン画像Ｄの印刷を行わせる。
【００５１】
　次に、図１２から図１３を参照しつつ、本実施形態におけるネイルプリント装置１の印
刷制御方法について説明する。
　図１２は、ネイルプリント装置１によって行われる印刷制御処理を示したフローチャー
トであり、図１３は、ネイルプリント装置１によって行われるフィッティング処理を示す
フローチャートである。
　なお、説明を簡単にするため、以下の説明で用いるデザイン画像Ｄａ等は爪Ｔよりも大
きな正方形であるものとし、爪領域Ｔａの縦横比の大きい方の長さは爪領域Ｔａの縦方向
の長さＨであるものとする。
【００５２】
　このネイルプリント装置１により印刷を行う場合、ユーザは、まず、電源スイッチを入
れて制御装置５０を起動させる。
　表示制御部５２１は、表示部１３にデザイン選択画面（図示しない）を表示させる（ス
テップＳ１）。これにより、ユーザが操作部１２の操作釦１２１等を操作して、デザイン
選択画面に表示された複数のデザイン画像Ｄの中から所望のデザイン画像Ｄを選択するこ
とで、操作部１２から当該デザインのアクセス情報が制御部５２に出力され、印刷すべき
デザイン画像Ｄが指定される。
【００５３】
　次に、ユーザは、印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａに挿入し、非印刷指Ｕ２を非印刷指
挿入部２０ｂに挿入して、印刷指Ｕ１を固定した上で、印刷スイッチを操作する。
　例えば、左手の人差し指、中指、薬指及び小指の爪領域Ｔａに印刷を施したい場合には
、図３に示すように、印刷指挿入部２０ａに人差し指、中指、薬指及び小指を平面的に並
べて挿入し、非印刷指挿入部２０ｂに親指を挿入する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿
入した人差し指、中指、薬指及び小指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入した親指とで掴み部
２０ｃを挟持する。これによって、印刷指Ｕ１である人差し指、中指、薬指及び小指が固
定される。
【００５４】
　制御装置５０は、表示部１３の印刷スイッチから指示が入力されると、印刷動作を開始
する前に、まず撮影部３０を制御して、印刷指Ｕ１全体を撮影させる。これにより、印刷
指Ｕ１の指画像が取得される（ステップＳ２）。爪領域抽出部５２３は、この指画像から
印刷対象領域となる爪領域Ｔａを抽出する（ステップＳ３）。
【００５５】
　次に、主に画像データ処理部５２４によってフィッティング処理が行われる（ステップ
Ｓ４）。
　図１３に示すように、フィッティング処理では、まず、画像データ処理部５２４は、制
御部５２に入力された指示信号により特定されるアクセス情報に対応するデザイン画像Ｄ
の画像データを画像データ記憶部５１１から読み出して取得するとともに、当該アクセス
情報に対応するデザインモードをフィッティングテーブル記憶部５１２から読み出して取
得する（ステップＳ１１）。
【００５６】
　画像データ処理部５２４は、取得されたデザインモードがデザインモードＡか否かを判
断する(ステップＳ１２)。そして、デザインモードＡであると判断した場合（ステップＳ
１２：ＹＥＳ）には、アクセス情報に対応付けて記憶されている繰り返し幅Ｒについても
取得する。次に、第１の画像データ処理部５２４ａは、第１のデザインである絵柄デザイ
ンＰが爪領域Ｔａ内に位置するよう、デザイン画像Ｄの画像データを処理する。ここでは
、デザイン画像Ｄの縦横の長さが爪領域Ｔａの横方向の長さＷとなるようにデザイン画像
Ｄを縦横等比で縮小させる。（ステップＳ１３）。また、第１の画像データ処理部５２４
ａは、縮小されたデザイン画像Ｄの中心を爪領域Ｔａの中心に重畳させる。この場合爪領
域Ｔａの縦横比が同じでない限りは、例えば図８（Ｂ）に示すように、爪領域Ｔａには、
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爪領域Ｔａの縦方向の上下の両端部に縦方向の長さが（Ｈ－Ｗ）／２の空白領域Ｎが生じ
る。
【００５７】
　第２の画像データ処理部５２４ｂは、空白領域Ｎがあるか否か、すなわち、延伸された
エッジ領域Ｉの総量（繰り返し総量）の縦方向の長さ（繰り返し総長ＲＡ）が（Ｈ－Ｗ）
／２よりも短いか否かを判断する（ステップＳ１４）。繰り返し総長ＲＡが（Ｈ－Ｗ）／
２よりも短いと判断した場合（ステップＳ１４：ＹＥＳ）には、エッジ領域Ｉを背景デザ
インＢの縦方向に繰り返して設置し、背景デザインＢを延伸させ（ステップＳ１５）、繰
り返し総長ＲＡが（Ｈ－Ｗ）／２よりも短くない(繰り返し総長ＲＡが（Ｈ－Ｗ）／２と
等しい又は（Ｈ－Ｗ）／２よりも長い)と判断するまで、ステップＳ１４からステップＳ
１５を繰り返す。
【００５８】
　繰り返し総長ＲＡが（Ｈ－Ｗ）／２と等しい又は（Ｈ－Ｗ）／２よりも長いと判断した
場合（ステップＳ１４：ＮＯ）には、画像データ処理部５２４は、爪領域Ｔａからはみ出
したデザイン画像Ｄを切り落とし、デザイン画像Ｄを爪領域Ｔａの形に合わせる（ステッ
プＳ１６）。画像データ処理部５２４は、この爪領域Ｔａの形に合わせられたデザイン画
像Ｄの画像データ（印刷用画像データ）を印刷制御部５２５に出力し、フィッティング処
理を終了する。
【００５９】
　また、デザインモードＡではないと判断した場合（ステップＳ１２：ＮＯ）には、画像
データ処理部５２４は、取得されたデザインモードがデザインモードＢか否かを判断する
(ステップＳ１７)。そして、デザインモードＢであると判断した場合（ステップＳ１７：
ＹＥＳ）には、第２の画像データ処理部５２４ｂは、図１０（Ｂ）に示すように、デザイ
ン画像Ｄの縦横の長さが爪領域Ｔａの縦方向の長さＨとなるようにデザイン画像Ｄを縦横
等比で縮小させる（ステップＳ１８）。その後、ステップＳ１６に進み、画像データ処理
部５２４は、爪領域Ｔａからはみ出したデザイン画像Ｄを切り落とし、デザイン画像Ｄを
爪領域Ｔａの形に合わせる。
【００６０】
　また、デザインモードＢではないと判断した場合（ステップＳ１７：ＮＯ）、すなわち
、デザインモードＣである場合、第１の画像データ処理部５２４ａは、図１１（Ｃ）に示
すように、絵柄デザインＰの縦横の長さが爪領域Ｔａの横方向の長さＷとなるように絵柄
デザインＰを縦横等比で縮小させる（ステップＳ１９）。次に、第２の画像データ処理部
５２４ｂは、背景デザインＢの縦横の長さが爪領域Ｔａの縦方向の長さＨとなるように背
景デザインＢを縦横等比で縮小させる（ステップＳ２０）。画像データ処理部５２４は、
縮小された絵柄デザインＰを縮小された背景デザインＢに重畳する。
　その後、ステップＳ１６に進み、画像データ処理部５２４は、爪領域Ｔａからはみ出し
た背景デザインＢを切り落とし、デザイン画像Ｄを爪領域Ｔａの形に合わせる。
【００６１】
　図１２に戻り、印刷制御部５２５は、印刷部４０を制御し、画像データ処理部５２４か
ら入力された印刷用画像データに基づいて印刷ヘッド４６により爪領域Ｔａにデザイン画
像Ｄを印刷させる（ステップＳ５、ネイル印刷）。なお、両手の全指に印刷を行うように
予め設定されていた場合のように、複数本の印刷指Ｕ１にネイル印刷を行う設定がなされ
ていた場合には、制御部５２は、印刷が予定されている全指についてデザイン画像Ｄの印
刷が完了したか否かを判断し、印刷が完了していると判断した場合には、印刷制御処理を
終了する。
【００６２】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、デザインモードに
応じて、絵柄デザインＰを爪領域Ｔａ内に位置させるようにデザイン画像Ｄが縦横等比で
縮小又は拡大され、爪領域Ｔａに空白領域Ｎが生じないように背景デザインＢが加工され
ることで、デザイン画像Ｄが爪領域Ｔａにフィッティングされる。このため、ユーザが手
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動で大きなデザイン画像Ｄを爪ごとにフィッティングさせる必要がなく、自動でデザイン
画像Ｄを爪領域Ｔａに最適にフィッティングさせることができ、手軽にネイル印刷を楽し
むことができる。また、デザイン画像Ｄを爪領域Ｔａにフィッティングさせた場合に、絵
柄デザインＰが爪領域Ｔａからはみ出したり、縦横比が変化した歪な絵柄デザインＰとな
ったり、非印刷領域ができたりしてしまう、ということを防止することができる。
　また、デザインモードＡの場合、フィッティングテーブル記憶部５１２に繰り返し幅Ｒ
が設定される。これにより、無地ではないボーダー柄やチェック柄のように、繰り返しで
一つの模様になる柄もエッジ領域Ｉとすることができ、様々な柄のデザイン画像Ｄを印刷
することができる。
　また、デザイン画像Ｄの画像データが、絵柄デザインＰの画像データと背景デザインＢ
の画像データとをもつ場合、絵柄デザインＰと背景デザインＢとを別個に縦横等比で縮小
又は拡大させることで、爪Ｔの形状にかかわらず爪領域Ｔａにフィッティングすることが
できる。これにより、繰り返し幅Ｒがフィッティングテーブル記憶部５１２に記憶される
必要がなく、記憶部５１の容量を節約できる。これにより、より多くのデザイン画像Ｄを
画像データ記憶部５１１に記憶させることができる。
　また、表示部１３には、フィッティングされたデザイン画像Ｄが表示されるようになっ
ている。このため、ユーザは、フィッティングされたデザイン画像Ｄが所望のものか確認
することができ、便利である。
　また、この場合、ユーザはフィッティングされたデザイン画像Ｄを確認して、そのまま
印刷を開始してよければ、印刷の開始を指示する操作釦１２１を操作する。また、デザイ
ン画像Ｄを変更した場合には、変更を指示する操作釦１２１を操作することにより、デザ
イン選択画面に戻ることができる。このようにすることで、ユーザは、デザイン画像Ｄが
うまくフィッティングされていない場合でも、印刷前に修正することができるため、便利
である。
【００６３】
　なお、以上本発明の実施形態について説明したが、本発明は、かかる実施形態に限定さ
れず、その要旨を逸脱しない範囲で、種々変形が可能であることは言うまでもない。
【００６４】
　例えば、本実施形態では、第２の画像データ処理部５２４ｂは、第２のデザイン（背景
デザインＢ）が爪領域Ｔａを包含するように背景デザインＢに対応付けてフィッティング
テーブル記憶部５１２に記憶された繰り返し幅Ｒのエッジ領域Ｉを背景デザインＢの端か
ら繰り返して設けることで、背景デザインＢが延伸するようにデザイン画像Ｄの画像デー
タを処理するものとしたが、本発明は、これに限定されず、フィッティングテーブル記憶
部５１２に繰り返し幅Ｒが記憶されていなくてもよい。この場合、例えば、第２の画像デ
ータ処理部５２４ｂは、背景デザインＢが爪領域Ｔａを包含するように背景デザインＢに
共通の所定の繰り返し幅Ｒを規定し、当該所定の繰り返し幅Ｒのエッジ領域Ｉを背景デザ
インＢの端から繰り返して設けることで背景デザインＢが延伸するようにデザイン画像Ｄ
の画像データを処理することとしてもよい。この場合には、フィッティングテーブル記憶
部５１２には繰り返し幅Ｒが記憶されないため、データ量が少なくなり、より多くのアク
セス情報とデザインモードとを対応付けて記憶することができる。
　また、この場合、１画素の繰り返し幅Ｒをデザイン画像Ｄに共通の所定の繰り返し幅Ｒ
としてエッジ領域Ｉを定義してもよい。このような構成とすることにより、画像データ処
理部５２４は、大きなサイズのエッジ領域Ｉの画像データを処理する必要がなく、デザイ
ン画像Ｄを素早くフィッティングすることができる。この場合、デザイン画像Ｄの端は、
無地など、繰り返し設置しても同じ模様になるものであることが好ましい。さらに、この
ようなエッジ領域をデザイン画像Ｄに設けることにより、ユーザがデザイン画像Ｄの全貌
を確認しやすくなる。また、爪領域Ｔａにフィッティングさせたデザイン画像Ｄをユーザ
が予測しやすくなるため、ユーザによるデザインの選択を容易にすることができ、便利で
ある。
【００６５】
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　また、本実施形態では、デザイン画像Ｄに対応付けられたデザインモードがデザインモ
ードＣであった場合、第２の画像データ処理部５２４ｂは、第２のデザインである背景デ
ザインＢが爪領域Ｔａを包含するよう、背景デザインＢの画像データを処理し、背景デザ
インＢの大きさを縦横等比で縮小または拡大させたりする加工を行うものとしたが、第２
の画像データ処理部５２４ｂが行う処理はこれに限定されない。
　例えば、第２の画像データ処理部５２４ｂは、背景デザインＢ（第２のデザイン）に、
所定の繰り返し幅Ｒのエッジ領域Ｉを当該背景デザインＢ（第２のデザイン）の端から繰
り返して設けることで、当該背景デザインＢ（第２のデザイン）を延伸させるように画像
データを処理してもよい。これにより、例えば、背景デザインＢが無地や細かいドット柄
のように端部を繰り返しても同じ模様になる柄の場合に、簡易に背景デザインＢを延伸さ
せることができるとともに、ユーザがデザイン画像Ｄの全貌を確認しやすくなる。また、
爪領域Ｔａにフィッティングさせたデザイン画像Ｄをユーザが予測しやすくなるため、ユ
ーザによるデザインの選択を容易にすることができるため便利である。
　さらに、例えば、背景デザインＢ（第２のデザイン）に所定の繰り返し幅Ｒのエッジ領
域Ｉを設定して、当該繰り返し幅Ｒと当該背景デザインＢ（第２のデザイン）とを対応づ
けてフィッティングテーブル記憶部５１２に記憶させておいてもよい。この場合には、第
２の画像データ処理部５２４ｂは、背景デザインＢ（第２のデザイン）に対応付けて記憶
されている繰り返し幅Ｒのエッジ領域Ｉを当該背景デザインＢ（第２のデザイン）の端か
ら繰り返して設けることで当該背景デザインＢ（第２のデザイン）を延伸させるように画
像データを処理する。これにより、例えば、無地ではないボーダー柄やチェック柄のよう
に、所定幅を繰り返すことで一つの模様になる柄もエッジ領域Ｉとすることができるため
、様々な柄のデザイン画像Ｄを印刷することができる。
【００６６】
　また、本実施形態では、デザイン画像Ｄは、画像データ記憶部５１１に記憶されている
ものとしたが、本発明は、これに限定されない。例えば、ネイルプリント装置１にＩｒＤ
Ａ（Infrared DATA Association）などの無線通信を受信できるような受信部を備えさせ
、ユーザが別途用意した画像データを、当該無線通信によって受信できるものでもあって
もよい。これにより、ユーザがデザイン画像Ｄを別途用意できるため、デザイン画像Ｄの
選択肢が増え、様々な状況に対応したデザイン画像Ｄを選択することができ、便利である
。また、この場合、本実施形態におけるネイルプリント装置１は、ユーザが別途用意した
デザイン画像Ｄに最適なデザインモードを、ユーザが選択できるように構成されているこ
とが好ましい。これにより、ユーザが別途用意したデザイン画像Ｄであっても、適したデ
ザインモードによって当該デザイン画像Ｄのフィッティングを自動で行うことができるた
め、便利である。
　さらに、画像データ記憶部５１１は、ユーザが別途用意した画像を新たに記憶するもの
としてもよい。その場合、ネイルプリント装置１は、画像データ記憶部５１１に別途用意
されたデザイン画像Ｄにアクセス情報を付帯して記憶させ、フィッティングテーブル記憶
部５１２に当該アクセス情報とユーザが選択したデザインモードとを対応付けて記憶させ
るものとすることが好ましい。これにより、ユーザが再度当該デザイン画像Ｄを選択した
場合に、デザインモードを選択する手間が省けデザイン画像Ｄの印刷を素早く行うことが
できる。
【００６７】
　また、本実施形態では、デザイン画像Ｄを縦横等比で縮小させることで、爪にフィッテ
ィングさせる例を説明したが、本発明はこれに限定されない。特に、上述したユーザが別
途用意したデザイン画像Ｄなどでは、爪の大きさよりも小さい場合も考えられる。このよ
うな場合、画像データ処理部５２４は、デザイン画像Ｄを拡大するようデザイン画像Ｄの
画像データを処理することで爪にフィッティングさせることが好ましい。
【００６８】
　なお、本実施形態では、デザインモードＡ、デザインモードＢ、デザインモードＣの３
種類のデザインモードを備えるものとして説明したが、本発明は、これに限定されず適宜
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変更可能である。例えば、デザインモードＡとデザインモードＣの二つのみを備えるもの
であってもよいし、他のデザインモードを加えてもよい。この場合、第１の画像データ処
理部５２４ａ及び第２の画像データ処理部５２４ｂの処理は、ここに説明したものに限定
されず、適宜変更可能である。
【００６９】
　なお、説明を簡単にするためデザイン画像Ｄの形状を正方形としたが、実際は、画像デ
ータ記憶部５１１に記憶されるデザイン画像Ｄは、７００×８００画素で構成されている
ことが好ましい。このようなデザイン画像Ｄは、６００ｄｐｉの解像度で印刷された場合
、見かけの大きさが３ｃｍ×４ｃｍ位になり、一般的な爪Ｔよりも大きくなる。このため
、このようなデザイン画像Ｄを用いると、フィッティング処理の際にデザイン画像Ｄは、
拡大されない。これにより、爪に印刷されたデザイン画像Ｄが拡大されてぼやけることな
く、綺麗なデザイン画像Ｄを爪Ｔに印刷することができる。
【００７０】
　また、このように、デザイン画像Ｄの縦横比が異なる場合、第１の画像データ処理部は
、デザイン画像Ｄが爪領域Ｔａに包含されるようにデザイン画像Ｄの大きさを縦横等比で
縮小又は拡大させるものであることが好ましい。これにより、デザイン画像Ｄに含まれる
第１のデザインである絵柄デザインＰ（図８（Ａ）等参照）は、縦横等比で縮小又は拡大
されて爪領域Ｔａ内に位置するようになる。このようにすることで、デザイン画像Ｄの縦
横比が異なる場合であっても、絵柄デザインＰが爪領域Ｔａからはみ出したり、縦横比が
変化した歪な絵柄デザインＰとなったり、非印刷領域ができたりしてしまう、ということ
を防止することができる。また、この場合、第２の画像データ処理部５２４ｂによる背景
デザインＢの延伸の方向は、生じる空白領域Ｎに応じて適宜変更可能である（図８（Ｂ）
及び図９参照）。
【００７１】
　さらに、図１４に示すように、デザイン画像Ｄは、その周囲に四角形の周辺余白領域Ａ
Ｒを備えるものであってもよい。この周辺余白領域ＡＲは、デザイン画像Ｄが任意に移動
できる領域である。これにより、画像データ処理部５２４によって、ユーザの爪領域Ｔａ
にフィッティングされたデザイン画像Ｄの位置を爪領域Ｔａに合わせて微調整することが
可能である。
【００７２】
　以上本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に
限定するものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む
。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
＜請求項１＞
　絵柄デザインである第１のデザインと、背景デザインである第２のデザインと、を含む
画像データに基づいて爪領域に印刷を行う印刷ヘッドと、
　前記第１のデザインが前記爪領域内に位置するように前記画像データを処理する第１の
画像データ処理部と、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するように前記画像データ
を処理する第２の画像データ処理部と、を有する画像データ処理部と、
　を備えていることを特徴とするネイルプリント装置。
＜請求項２＞
　前記第２の画像データ処理部は、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するように前
記第２のデザインに所定の繰り返し幅のエッジ領域を当該第２のデザインの端から繰り返
して設けることで当該第２のデザインが延伸するように前記画像データを処理することを
特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
＜請求項３＞
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　前記絵柄デザインは、絵柄、漢字、平仮名、カタカナ、アルファベット、数字、記号、
絵文字、の少なくともいずれかを含み、
　指を撮影して指画像を得る撮影部と、
　前記撮影部によって取得された前記指画像から爪領域を抽出する爪領域抽出部と、
　前記画像データ処理部によって処理された前記画像データに基づいて前記爪領域に印刷
を行うよう前記印刷ヘッドを制御する印刷制御部と、
　を備えていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のネイルプリント装置。
＜請求項４＞
　前記第２のデザインに所定の繰り返し幅のエッジ領域を設定し当該繰り返し幅と当該第
２のデザインとを対応づけて記憶する対応付け記憶部をさらに備え、
　前記第２の画像データ処理部は、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するように前
記第２のデザインに対応付けて前記対応付け記憶部に記憶された前記繰り返し幅の前記エ
ッジ領域を当該第２のデザインの端から繰り返して設けることで当該第２のデザインが延
伸するように前記画像データを処理することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれ
か一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項５＞
　前記画像データは、前記第１のデザインの画像データである第１の画像データと、前記
第２のデザインの画像データである第２の画像データと、で構成されており、
　前記第１の画像データ処理部は、前記第１のデザインが前記爪領域内に包含されるよう
に当該第１のデザインの画像データである前記第１の画像データを処理し、
　前記第２の画像データ処理部は、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するように当
該第２のデザインの画像データである前記第２の画像データのデータを処理することを特
徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項６＞
　前記画像データ処理部によって処理された前記画像データを表示する表示部を備えてい
ることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項７＞
　印刷ヘッドにより、絵柄デザインである第１のデザインと、背景デザインである第２の
デザインと、を含む画像データに基づいて爪領域に印刷する場合に、
　前記第１のデザインが前記爪領域内に位置するように前記画像データを処理する第１の
画像データ処理部と、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するように前記画像データ
を処理する第２の画像データ処理部と、を有する画像データ処理部により、前記画像デー
タを処理することを特徴とするネイルプリント装置の印刷制御方法。
＜請求項８＞
　前記第２の画像データ処理部は、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するように前
記第２のデザインに所定の繰り返し幅のエッジ領域を当該第２のデザインの端から繰り返
して設けることで当該第２のデザインが延伸するように前記画像データを処理することを
特徴とする請求項７に記載のネイルプリント装置の印刷制御方法。
＜請求項９＞
　前記絵柄デザインは、絵柄、漢字、平仮名、カタカナ、アルファベット、数字、記号、
絵文字、の少なくともいずれかを含み、
　撮影部により、指を撮影して指画像を取得し、
　爪領域抽出部により、前記指画像から爪領域を抽出し、
　印刷制御部により、前記画像データ処理部によって処理された前記画像データに基づい
て前記爪領域に印刷を行うよう前記印刷ヘッドを制御することを特徴とする請求項７又は
請求項８に記載のネイルプリント装置の印刷制御方法。
＜請求項１０＞
　前記第２のデザインに所定の繰り返し幅のエッジ領域を設定し当該繰り返し幅と当該第
２のデザインとを対応づけて対応付け記憶部に記憶させ、
　前記第２の画像データ処理部により、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するよう



(20) JP 5853909 B2 2016.2.9

10

20

30

に前記第２のデザインに対応付けて前記対応付け記憶部に記憶された前記繰り返し幅の前
記エッジ領域を当該第２のデザインの端から繰り返して設けることで当該第２のデザイン
が延伸するように前記画像データを処理することを特徴とする請求項７から請求項９のい
ずれか一項に記載のネイルプリント装置の印刷制御方法。
＜請求項１１＞
　前記画像データは、前記第１のデザインの画像データである第１の画像データと、前記
第２のデザインの画像データである第２の画像データと、で構成されており、
　前記第１の画像データ処理部により、前記第１のデザインが前記爪領域内に包含される
ように当該第１のデザインの画像データである前記第１の画像データを処理し、
　前記第２の画像データ処理部により、前記第２のデザインが前記爪領域を包含するよう
に当該第２のデザインの画像データである前記第２の画像データのデータを処理すること
を特徴とする請求項７から請求項１０のいずれか一項に記載のネイルプリント装置の印刷
制御方法。
＜請求項１２＞
　前記画像データ処理部によって処理された前記画像データを表示する表示部を備えてい
ることを特徴とする請求項７から請求項１１のいずれか一項に記載のネイルプリント装置
の印刷制御方法。
【符号の説明】
【００７３】
１　　　　ネイルプリント装置
１０　　　装置本体
１３　　　表示部
３０　　　撮影部
５０　　　制御装置
５１２　　フィッティングテーブル記憶部
５２３　　爪領域抽出部
５２４　　画像データ処理部
５２４ａ　第１の画像データ処理部
５２４ｂ　第２の画像データ処理部
５２５　　印刷制御部
Ｔ　　　　爪
Ｕ１　　　印刷指
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